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研究補助員配置制度 
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岐阜大学、岐阜薬科大学、岐阜女子大学、アピ株式会社の構成員、
男女共同参画にご関心のある一般の方 

対象： 

岩手大学 理事（復興・地域創生・男女共同参画担当）・ 副学長 菅原 悦子 氏 

日 時： 2月2日（木） 15：00～17：10  
場 所： 岐阜大学 講堂 

基調講演  
「地域創生に向けての女性の活躍と大学の役割 

 －岩手大学の取り組みから－」 

『女性が輝く岐阜』に向けての大学の役割 

 この制度は、育児や介護等により研究時間の確保が困難な研究者を対象に、研究データ解析、学会発表

資料作成、実験補助、文献調査、統計処理等の研究補助業務を行う研究補助員を配置し、育児等と研究と

の両立を支援する目的で行うものです。また次世代育成のために、研究支援者と被支援者双方のキャリア

形成、キャリア復帰等のチャレンジ支援・再チャレンジ支援に寄与することも目的としています。 

2019年度 第1期 研究補助員の配置を希望する研究者の募集 

配置期間：2019年5月1日～2019年9月30日 

申請期間：2019年1月15日（火）～ 2019年1月23日（水）午後4時まで 

1）常勤職員のうち、以下の職に従事している者 

  (a)教授、准教授、講師、助教、助手 

  (b)医員（専攻医、臨床助教） * 

2）有期雇用職員（フルタイム）のうち、以下の職 

  に従事している者 

  (a)特任教員 

        （特任教授、特任准教授、特任講師、特任助教） 

  (b)研究員・研究支援員* 

3）男女共同参画推進室長が認める者 

 

* ただし、大学院生は不可 

 本制度の対象となる職 

1）小学校３年生までの子どもをもつ研究者 

 （休暇、休業中を除く） 

2）市町村から要介護、要支援、障害者の認定を受けている 

     親族について、主たる介護・看護者が申請者自身である  

     研究者 

＊ 上記1）2）の申請資格に関しては、配偶者がいる場合は、

配偶者がフルタイム就労者である者に限る。 

3）妊娠中の体調不良により、研究活動等の遂行に支障があ 

     る女性研究者（産前休暇中を除く） 

＊ 上記3）の申請資格に関しては、配偶者の就労形態に関し

ては問わないが、申請者の体調に関して、配偶者、研究室

責任者あるいは部局長、医師などとよく相談し、研究継続

が可能かどうかを確認のうえ申請すること。 

4）男女共同参画推進室長が認める者 

 申請資格 

本学に雇用される研究者で次のいずれかに該当する者 

★ 詳細は男女共同参画推進室WEB 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

でご確認ください。 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/
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副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

カモミール月暦（室長からのメッセージ） 

朝日大学教職員・学生の皆さんとの交流 
〜 JST連携事業紹介と「男女共同参画学」担当報告 〜 

 2018年12月5日（水）三重大学・朝日大学第8回連携協議会にて、「男女共同参画推進のための

組織づくり――岐阜大学の取り組み紹介」と題しての講演を担当し、2015年度より取り組んでいる

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」

「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェクト」の活動内容を両大学の役員の方々にご紹介しました。 

 三重大学では、駒田美弘学長はじめ理事・副学長、各学部長・研究科長が「イクボス宣言」を行い、

構成員のワーク・ライフ・バランスを応援する取り組みを実施していること、また、朝日大学では瑞

穂市と「男女共同参画・女性の活躍推進事業の連携に関する覚書」を締結し、連携して諸課題に臨ん

でいらっしゃることなど、活発な意見交換をおこなうことができました。誰もが働きやすい職場づく

りの取り組みから、岐阜大学の今後の活動に向けて有益な示唆を得ることができました。 

 続けて12月17日（月）には、朝日大学法学部と経営学部の3年生・４年生を対象とする「男女共同

参画学」を担当しました。この授業は教職員FD・SD研修会も兼ねていたことから、合計約150名の

教職員・学生の皆さんが参加してくださいました。 

 「近代日本における女性解放の先駆者――岸田俊子の人生と文学――」と題して、明治時代の自由

民権運動家・作家であり「近代日本最初のフェミニスト」とされている岸田俊子（後の中島湘烟 

1861～1901）の人生行路と文学活動を紹介し、先人の生き方から学ぶ「男女共同参画推進・女性の

活躍推進の意義」を説く機会をいただきました。 

 今後も、近隣の大学との交流を深め、連携しての男女共同参画推進・女性の活躍推進に向けて取り

組みを強化してまいります。皆さんのご支援ご協力、引き続き、どうぞよろしくお願いします。 

遊んで・食べて・ダンスをしよう！ 

元気な幼児～小学生のお子さん大募集♪ 

 岐阜大学地域科学部の近藤真庸教授のもと、社会活動演習「地域の子育て支援」に参加している

17名の大学1年生と一緒に、牛乳パックを使った工作、ゲーム（プレゼントもあり）、パンケーキの

デコレーション、楽器伴奏に合わせてダンスをして楽しい時間を過ごしましょう！ 

日 時： 

場 所： 

2月16日（土）13：15 ～ 15：30 （13：00 ～受付） 

地域科学部 地101講義室 

お父さんの参加大歓迎。兄弟姉妹、ご一緒にどうぞ！ 

申込方法： 

【主催】岐阜大学地域科学部 近藤真庸研究室  【後援】岐阜大学男女共同参画推進室 

募集定員 

16組 
参 加 
無 料 

< shinyo118@yahoo.co.jp > 宛、メールでお申し込みください。折り返し連絡します。  
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サイエンス夢追い人育成プロジェクト 

（女子大学院生による出前講義） 

▲ 藤田 真由 さん 

 12月3日（月）、岐阜県立大垣南高校において大学院生の藤田真由さん

（自然科学技術研究科 修士課程1年）が出前講義（第137回）を実施しました。 

 藤田さんは、「私の進路選択」と題して理系クラス２年生（計７７名、う

ち女子１８名）を前に、大学生活や研究内容、そして幼少期から大学受験に

至るまでの興味関心と進路選択の経緯および受験勉強の効果的な方法などに

ついて具体的に語り、生徒たちは約40分の講義を熱心に受講しました。 

 12月17日（月）、岐阜県立岐山高校において大学院生の後藤可南子さん

（自然科学技術研究科 修士課程2年）が出前講義（第138回）を実施しました。 

  後藤さんは、「私の進路選択―やりたいことを―」と題して理数科の２

年生（74名、うち女子20名）を前に、大学および大学院での研究テーマと

その成果、大学～大学院生活、進路選択のプロセスや実践した受験勉強方法 

 講義後のアンケートには、「大学生活や研究が楽しそうだと思った」「同

じ学部名でも大学によって強みのある分野が異なることを初めて知った。大

学についてもう一度よく調べたい」「今できる最善のことをしようと思っ

た」など、今後の進路選択において大いに参考になったようです。そのほか、

「大学の先生の話を聴く機会は多いが、大学生から直接話を聴く機会は珍し

いので貴重な時間になった」といった感想を寄せてくれた生徒もいました。 

などについて分かりやすく発表し、生徒たちは熱心にメモを取りながら後藤

さんの話に耳を傾けました。 

 講義後のアンケートには、「研究の話が面白かった」「生物学に興味が出

た」などのほか、「大学の学部選択や大学院進学時の後藤さんの経験が参考

になった」など、迫りくる進路選択に向けて有意義な時間になったようです。 

カモミール クリスマス交流会 

男女共同参画推進室では、メンター制度（先輩研究者（メンター）による相談事業）を実施しております。

ご関心のある方は男女共同参画推進室ホームページの「メンター制度」をご覧ください。 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/04.html 

 12月18日（火）、男女共同参画推進室（カモミール・カフェ）にて

恒例のクリスマス交流会を開催しました。今年のクリスマス交流会は岐

阜大学に所属するすべての構成員（学部生・大学院生、教職員など）を

対象に開催しました。様々な学部・研究科の学生や教職員が男女共同参

画推進室に集い、リラックスした雰囲気のなかで大学生活や職業選択、 

研究者のキャリア形成やワーク・ライフ・バランスなど、自分自身や周囲の人々の経験なども共有し

ながら多岐にわたる話題で語り合いました。普段出会う機会のない学生同士や教職員が学部や部署を

越えて交流できる貴重な機会となりました。 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/04.html
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/04.html
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/04.html
https://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/activity/04.html
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 TEL：058-293-3397 FAX：058-293-3396 E-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

保育園たより 

大 女 子 会 

 12月8日（土）、じゅうろくプラザ（岐阜市）にて開催された岐阜県主催の「大女子会」に男女共

同参画推進室員の落合絵美コーディネーターが参加しました。 

 第1部は、テレビのコメンテーターとしても活躍されている少子化ジャーナリスト・作家の白川桃子

さんが「男女ともに、仕事・結婚・共働き・両立のリアルを知ろう」と題した講演をおこないました。 

講演では、人口ボーナス期から人口オーナス期への移行にともない、求め

られる働き方や仕事のかたちが大きく変化していること、そのなかで男女

の働き方や家族のかたちも多様化しており、今後ますます男女ともに「共

働き共育て」が重要になると指摘しました。また、様々な統計資料やイン

タビュー調査の結果などを紹介しながら「自分の幸せを自分でデザインで

きる女子を育てる」ことの重要性を強調しました。 

 第2部では、「教えて先輩！社会人女性の歩み方」をテーマに参加者同

士の交流会がおこなわれました。交流会では、５～６名の学生（高校生や

大学生）および社会人女性が１テーブルに着席し、第1部の講演を聞いて

感じたことや自分自身の社会人としての経験などについて語り合いました。

全体を通じて、先輩女性から若年世代の女性たちへのあたたかいメッセー

ジに溢れたイベントでした。 

つばめ 

かもめ 

すこやか ひよこ 


